
中
央
地
域
は
、
県
都
と
し
て
の
に
ぎ
わ
い
が
期
待

さ
れ
る
地
域
。
駅
東
地
区
と
一
体
と
な
っ
て
、
多

様
な
都
市
機
能
を
集
積
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

●
日
赤
病
院
跡
地
な
ど
の
市
街
地
再
開
発
事
業
の

促
進
や
、
産
業
会
館
跡
地
な
ど
の
有
効
活
用
と

い
っ
た
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
は
か
り
ま
す
。

●
昨
年
完
成
し
た
ぽ
ぽ
ろ
ー
ど
や
大
屋
根
に
加
え
、

仲
小
路
を
フ
ル
モ
ー
ル
化
す
る
こ
と
で
、
秋
田

駅
か
ら
連
続
す
る
歩
行
者
空
間
を
つ
く
り
ま
す
。

●
秋
田
中
央
道
路
な
ど
で
駅
東
西
間
を
連
携
し
、

ス
ム
ー
ズ
な
車
の
流
れ
を
つ
く
り
ま
す
。

●
秋
田
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
千
秋
公
園
を
総
合

的
に
整
備
し
ま
す
。
景
観
に
配
慮
し
な
が
ら
、

中
心
市
街
地
と
の
結
び
つ
き
を
強
化
し
、
市
民

や
観
光
客
に
魅
力
あ
る
都
市
空
間
を
つ
く
り
ま
す
。

●
大
町
の
繁
華
街
や
通
町
の
個
性
的
な
商
店
街
と
、

中
央
街
区
と
の
一
体
性
を
高
め
、
人
々
が
相
互

に
行
き
か
う
商
業
地
を
形
成
し
ま
す
。

●
都
市
型
住
宅
の
整
備
を
誘
導
し
、
中
心
市
街
地

の
居
住
人
口
の
回
復
を
は
か
り
、
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
都
心
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

中央地域
県都としての新たな顔を創出し
高感度の都市文化、
情報交流が盛んなまち

秋田駅から続くぽぽろーどと大屋根

地域別構想
地
域
別
構
想
は
、
五
つ
の
地
域

構
想
と
、
そ
れ
ぞ
れ
を
さ
ら
に
中

学
校
区
程
度
に
区
分
し
た
地
区
構

想
の
二
段
階
構
成
に
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
構
想
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
「
め
ざ
す
べ
き
地
域
の

姿
」
を
掲
げ
、
地
域
資
源
を
い
か

し
た
具
体
的
な
方
針
を
決
め
て
い

ま
す
。

全
体
構
想
で
掲
げ
た
都
市
全
体

の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
、
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
さ

ら
に
、
身
近
な
生
活
環
境
を
整
え

る
ま
ち
づ
く
り
へ
と
、
幅
広
く
ま

ち
づ
く
り
を
と
ら
え
、
市
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
の
が

ね
ら
い
で
す
。

北部

東部中央

西部

南部

駅
東
口
の
ま
ち
づ
く
り
も
始
ま
り
ま
し
た
。
秋
田

中
央
イ
ン
タ
ー
と
連
結
す
る
秋
田
駅
東
中
央
線
や

秋
田
中
央
道
路
な
ど
の
整
備
を
す
す
め
ま
す
。

●
幅
広
い
世
代
の
市
民
が
集
い
、
ま
ち
に
に
ぎ
わ

い
を
生
み
だ
す
交
流
型
の
施
設
と
し
て
、(

仮
称)

拠
点
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
に
は
、
全
天
候
型
広
場
を
中
心
に
、
公
共

公
益
施
設
な
ど
を
設
け
、
駅
周
辺
が
も
っ
と
便

利
で
楽
し
く
な
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
す
。

●
秋
田
中
央
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
都
心
部
を
直

結
す
る
秋
田
中
央
道
路
を
つ
く
り
、
駅
東
西
間

の
つ
な
が
り
や
、
他
都
市
と
の
連
携
を
強
化
し

ま
す
。

●
秋
田
駅
東
中
央
線
や
横
山
金
足
線
沿
道
に
多
様

な
都
市
機
能
を
集
積
す
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
景
観
形
成
を
は
か
り
ま
す
。

●
市
街
地
に
隣
接
す
る
大
規
模
公
園
や
東
部
丘
陵

地
の
豊
か
な
自
然
、
眺
望
の
み
ど
り
の
整
備
、

保
全
を
は
か
り
ま
す
。

東部地域
みどりにつつまれ　
市の交通の要衝となる
活き活きと躍動するまち

新しく生まれ変わる東口広場
(完成予想図)
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